
事 項｜ りんごのモモシンクイガによる被害果の見分け方

ね ら い｜ 台湾などへのりんご生果実輸出の際に、検疫害虫として問題となるモモシンクイガにつ

いて、被害果の特徴やその他の病害虫による類似症状との区別点など、観察の要点をまと

めたので参考に供する。

1 モモシンクイガ被害果の観察の要点

(1）卵：淡黄色～赤褐色で、直径0.3mm程

度と小さいが、肉眼でも確認できる（写

指 ｜ 真 1）。 7～ 8割が果実のがくあ部に、

2～ 3割がつる元に産み付けられる。

写真 1 がくあ部の卵

(2）幼虫の食入痕：卵からふ化した幼虫が食入した部分からは透明な滴が垂れるが（写

真 2）、時間が経っと乾燥して白く固まる（写真 3）。食入部は小黒点となり、果実が

肥大した場合には小さく陥没する。
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写真2 幼虫の食入痕と滴

(3）果実表面の潜行跡：幼虫が果実の表面

付近を食害した場合は、幼虫の潜行した

痕跡が残り、外観から容易に判別できる

（写真4）。その後、果実が肥大した場合

には、潜行部分が正常に発育せず、果形

が不整形になる。幼虫が食入後まっすぐ

果心部に向かった場合は、果実表面に食

入痕以外の痕跡が残らない。

写真4 果実表面の幼虫潜行跡
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(4）排世物の排出：果実内部で発育中の幼

虫は、果実の表面から排地物を排出する

ことがある。排t世物は湿った茶色の塊と

して容易に観察できる（写真 5）。ただし、

収穫果では脱落していることが多い

(5）老熟幼虫の脱出口：老熟した幼虫は、

通常、赤道部から多く脱出するので、脱

出口が容易に確認できる（写真 6）が、

つる元やがくあ部から脱出した場合には、

つるやがくの陰になって発見しにくし＼（写

真 7、8）。幼虫が収穫時期まで脱出せず、

果実内に残っている場合もあるので、収

穫時期の早い品種ほど注意が必要である。

写真7 つる元の脱出口

写真5 果実外に排出された排池物

写真6 赤道部の幼虫脱出口

写真8 がくあ部の脱出口
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観察のポイント

卵

食入直後の果皮残がい・滴

滴が自く乾燥したもの

果実表面の潜行跡

排j世物の排出

脱出口

津軽地方における成虫の発生消長

県南地方における成虫の発生消長

図 1 被害果を見分けるための観察の要点と各症状の発生時期

2 モモシンクイガと類似した被害果の見分け方

(1) ハマキムシ類 ：秋季のハマキムシ類に

よる果実の食害痕（ホシナメリ）はモモ

シンクイガの脱出口と似る（写真 9）。

被害部に葉が付着していた痕跡（着色不

良部）が残っている場合にはハマキムシ

の被害である判断できるが、外観的に区

別が難しい場合も多い。ハマキムシ類の

食害痕は切断すると浅く、果実の表面だ

けにとどまる。

(2）ナシヒメシンクイ ：ナシヒメシンクイ

の被害果では排出された糞が糸で、つづら

れていることや、排出される部位がモモ

シンクイガでは赤道部に多いのに対し

て、ナシヒメシンクイではがくあ部やつ

る元に多いことが異なる（写真10）。モ

モシンクイガが果実内部を縦横に食害す

るのに対し、ナシヒメシンクイは 1か所

を大きく食い広げるように加害する。

写真 9 ハマキムシ被害果（ホシナメリ）

写真10 ナシヒメシンクイ被害果

ウ

i
A
Y
 



(3）ばら色かび病 ：がくあ部にモモシンク

イガ幼虫の食入後に生じるのと同様な滴

が白く乾燥した症状が現れる（写真11）。

ただし、ばら色かび病では黒点状の病斑

が伴うことや、有袋果だけに発生するこ

とから区別が可能である。

(4）鳥害 ：鳥による収穫期の被害は、いく

つかのモモシンクイガ脱出口がーか所に

集中した場合にできる比較的大きな穴に

似る（写真12）。鳥による食害では通常、

穴が果心部まで達しない。

写真13 モモシンクイガ成虫

写真11 ばら色かび病被害果

写真12 鳥害果

写真14 モモシンクイガ幼虫と被害果

期待自れる効果｜ 選果におけるモモシンクイガ被害果の見落としを防止でき、果実輸出の振興に寄与する。

利用上の注意事項｜ モモシンクイガに類似した被害果も除去する。被害果を発見した場合には、 7日間以上

水に漬けるか、穴を掘り 10cm以上の土をかぶせて埋め、処分する。

担当部署｜ 青森県農林総合研究セントりんご試験場 病虫肥料部（石栗陽一） ｜対象地域｜県下全域

（担当者名）

発表文献等｜ あおもり農業 平成19年 8月号、青森農研フラッシュ 第15号、りんご果樹課資料390号

98 


